
歳入に表れた特徴 （平成18年度との比較，通年決算ベースによる）

地方税

地方譲与税 所得税から個人住民税への税源移譲に伴い所得譲与税が廃止されたため、全体

で1,442,305千円（60.0％）の減となった。

このうち生活保護費、保育所運営費、障害者施設訓練等支援費などの民生

費に係る負担金が75.1％を占め、全体として839,324千円（20.6％）の増となった。

国庫支出金

恒久的減税による減収分の一部を補てんする制度であった減税補てん特例交付

金が廃止されたため、全体で644,316千円（75.9％）の減となった。

地方特例交付金

繰入金 財政調整基金（△1,096,497千円）からの繰入れを行わなかったことによる減、公共

施設建設基金繰入金（△396,664千円）の減など、全体では、1,621,359千円

（88.3％）の減となった。

地方債 国営総合農地防災事業の完了に伴う借入を行ったため、全体では592,000千

円（17.7％）の増となった。また、本年度末現在高は1,343,611千円の減となった。

景気回復に伴う法人市民税の増、税制改正の影響等による個人市民税の増など

により、全体としては2,426,617千円（8.0％）の増となった。



総務費 財政調整基金積立金（△52,676千円）や人件費（△24,159千円）、職員退職手当基

金積立金（△1,436,755千円）などが減となったものの、減債基金積立金（1,274,948

千円）の増などにより、全体で453,125千円（5.0％）の増となった。

民生費 人件費（△66,154千円）や老人保健特別会計繰出金（△226,233千円）などが減と

なったものの児童手当（230,970千円）や生活保護費（100,941千円）などの増によ

り、全体では1,040,691千円（7.1％）の増となった。

衛生費
合併に伴い、荒川南部環境衛生一部事務組合負担金（△220,916千円）が減となっ

たことなどにより、全体で52,228千円（△1.1％）の減となった。

土木費 星川通線整備事業（△393,927千円）、下水道特別会計繰出金（△165,125千円）

の減などにより、全体として268,953千円（△3.5％）の減となった。

歳出に表れた特徴 （平成1８年度との比較，通年決算ベースによる）

教育費 全小・中学校の図書館に空調設備を設置（99,372千円）し、屋内運動場建築事業

（548,995千円）、地震補強事業（192,764千円）を実施するなど、

全体で287,945千円（4.8％）の増となった。
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（普通会計ベース） ※普通会計とは、自治体間の財政比較をするために用いられる統一的な会計区分であり、
熊谷市では、一般会計と下水道特別会計の一部と土地区画整理事業特別会計の一部で構
成されています。
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熊谷市では、一般会計と下水道特別会計の一部と土地区画整理事業特別会計の一部で構
成されています。
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熊谷市には７つの特別会計があります。 それぞれの決算額は以下のとおりです。

国民健康保険特別会計

≪歳入≫ １８，７７９，３０２千円 ≪歳出≫ １８，７２９，３０２千円

下水道特別会計

≪歳入≫ ５，９７２，４１２千円 ≪歳出≫ ５，９７２，４１２千円

公共用地先行取得特別会計

≪歳入≫ ５，７０９千円 ≪歳出≫ ５，７０９千円

駐車場事業特別会計

≪歳入≫ ２４９，５７８千円 ≪歳出≫ ２４９，５７８千円

老人保健特別会計

≪歳入≫ １３，２２３，３３９千円 ≪歳出≫ １３，２１３，３３９千円

熊谷都市計画事業土地区画整理事業特別会計

≪歳入≫ １，２２５，９５５千円 ≪歳出≫ １，１７４，１５５千円

農業集落排水事業特別会計

≪歳入≫ ４７４，６１１千円 ≪歳出≫ ４７４，６１１千円


